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～労働時間(残業)を短くする工夫～

働き方改革応援レシピ
人材確保のため、働き方改革の扉を開けてみませんか

１

① ②

④

③

私から社員に対し、職場環境の改善取組への決
意を伝えたところ、同じ認識で一致しました。
今では、労使が協力し合いながら、職場環境改
善へ取り組み、それを採用活動でもアピールし、
採用につなげています。

え！今までそんなこ
と考えたこともな
かったよ。
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初めて合同企業説明会に
参加したが、誰もブース
に来てくれなかった。

うちの業界は人気がない
のだろうか。今年は新規
採用はもう無理かなぁ。

御社の業界は今人材
確保に悩んでいる会
社がとても多いんで
すよ。

このままでは、来
年も難しいかもし
れません。

取組事例紹介

・使用者が職場改善へ取り組む姿勢を示すことで、労働者の理解が得られ、信頼関係が構築
された。

・就業時間内に仕事が終わるよう、労働者側は業務効率化を考え、使用者及び管理職も必要
以上の仕事を 与えないような配慮がなされる体制となった。

・これらの取組みの結果、残業時間が短縮した。

初めて新卒採用を行ったが、合同企業説明会でブースに学生が集まらなかった。建設分
野において人材確保のためには、職場環境の改善が必要と考えたことをきっかけに働き
方改革に取り組んだ。

業種：建設業 従業員数：7１名

○トップ自身が「長時間労働削減のための業務効率化やワークスタイル変
革推進」を経営課題と掲げ、それを認識してもらうため、トップから随
時メッセージを発信した。

○経営課題に具体的な数値目標を掲げ、目標の設定には、労働時間等設定
改善委員会等の労使による協議の場を活用した。

人材確保のためには会
社が働き方改革を行い、
それをアピールしま
しょう！
まずは社長自身の意識
を変えましょう！



～人材定着への工夫～

働き方改革応援レシピ人材定着のための効果的な人材育成とは ２
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新入社員は仕事の段取りなどをわかりやすく教え
てもらいたいという傾向にありますので、そのよ
うなやり方は敬遠されてしまいます。従業員定着
のため、研修制度の充実を図りませんか。それでは人材は

定着しませんよ。

それは大変でしたね。
入社時の研修はどのよう
にされているのですか。

新入社員に対する研修制度を新たに導入し
ました。また、資格取得のために技能講習
を受講させることにしたところ、立派な戦
力に成長してくれました。

研修？そんなものはないよ。
先輩の技術は見て盗め！
その方が本人のためだよ。

採用した従業員がま
た辞めてしまった。
何とか定着してくれ
ないだろうか。

取組事例紹介

・会社としての教育訓練制度がなかったことから、従業員の成長速度に差が出ていた
が、研修を制度化したこと で、皆が一定水準以上の能力に達する様になった。
・適切な時期に研修や実習を受講させることで、従業員のキャリアビジョンが明確に
なった結果、離職率の低下 にもつながった。

業界未経験の若手従業員に対する教育訓練制度が不十分であったため、早期離職者が多かった。
人材定着のため、新入社員教育制度や資格取得のための講習受講など教育訓練制度の見直しを
行った。

業種：建設業 従業員数：15名

＜新たな教育訓練制度の導入＞
・新たに、新入社員研修を含む雇用管理制度を導入した。

＜技能実習の受講＞
・雇用する建設労働者（雇用保険被保険者）に対し、有給で登録教習機関等で
行う技能実習を受講させる。



～人材定着・育成の工夫～

働き方改革応援レシピ企業間交流制度で視野を広く ３
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また若手社員が東京にあ
る会社に転職するといっ
て退職してしまった。 なぜ、東京に行くの

でしょうか。

従業員が自身のキャリアアップに不安を感じているの
であれば、たとえば、企業間交換留学制度を導入して
みてはどうでしょうか。
制度を利用すれば、本人のスキルアップにつながりま
すし、企業にとっても良い影響を与えるはずですよ。

都心部にある企業との交換留学制度を導入した
ところ、従業員のスキルアップにつながりまし
た。また、新しい視点を持ち帰ってもらうこと
で、周囲のメンバーに好影響を与えるなど、社
員・企業共に成長することができました。

従業員にその理由を聞いてみたら、ＩＴ業界は都心部
にいた方が業界内の人との交流が多くできるし、「自
分のスキルは社外でも通用するのか」ということを考
えたようだ。

取組事例紹介

・留学制度を利用した従業員にとっては、あたかも転職したかのような環境に身を置くこ
とで、自身のスキルや考え方の確認ができ、キャリアアップにつながった。

・企業にとっても、留学制度を利用した従業員が留学先で得た気づきや新しい視点を持ち
帰り、周囲のメンバーに好影響を与えるなどのメリットがあった。

地方のＩＴ企業は、都心部より同業界の企業との接点が少なく、キャリアアップの機会が
減ると思われ、人材が定着しないことから、「企業間交換留学制度」の導入に取り組んだ。

業種：情報通信業 従業員数：133名

＜クロスターンシップ（企業間交換留学制度）の導入＞
○社員の成長機会を積極的に提供できる職場環境の整備を目指し、都心部にある
企業との交換留学制度を締結。
○留学期間中は日報や週報を通じて活動内容を報告。
○留学終了後には、自社と留学先企業に向けての課題と改善提案のプレゼンを行
い、その後１年間の活動計画を発表。

企業間交換留学制度
（転籍等を含めた留
学先での取扱い）に
ついては就業規則に
明記

就
業

規
則



～時短・生産性を向上させる工夫～

働き方改革応援レシピ労使会議の開催で幅広く意見を聴きましょう ４
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お困りですね。
例えば、従業員の方
から意見を聞いたこ
とはありますか。

トップダウンも必要ですが、時には従業員から幅広
い意見を聞くことも大切です。例えば、労使会議を
開いてみてはどうでしょうか。
従業員自身が提案し、決まった制度やルールは各自
が責任を持って守るようになります。

従業員の残業削減のために
頭をひねらせているけど、
なかなか良い考えが思い浮
かばないなぁ。

そんなの聞いたことないよ。
すべて私が決定して、従業員に命令を出しているよ。
残業削減についても私が考えるよ。

じこ取組事例紹介

・労使会議で決定したことが即座に実行されることで、従業員のモチベーションが向上
し、従業員全体の働き方改革への機運が醸成された。

・従業員が決定した制度は従業員各自が責任をもって守るようになったことから、実効
性が高いものとなった。

従来はトップダウンのみで企業の制度や仕組み等を決定していたが、一部の従業員には
その方式に不満が出ており、早期離職やモチベーション低下につながっていたことから、
職場風土の改善に取り組んだ。

業種：情報通信業 従業員数：80名

＜労使会議の開催＞
○全従業員が参加する会議を月に１回程度の頻度で開催し、議題については
ジャンルや内容を問わないようにした。

○会議は労使が対等の立場で、また、従業員が意見を言いやすいものとなるよ
うに、経営陣が極力口を挟まず、従業員の意見を尊重するように心がけた。

○その場で意見が言いにくい従業員は目安箱やメール等で事前に意見を言える
ようにした。

○会議で決まったことは即座に実行をモットーにした。

【労使委員会で決
まったこと一例】
・配偶者誕生日休
暇の創設

・業務効率化のた
めの新設備導入

・サマータイム
ウィンタータイ
ムの導入

・全社禁煙
・職場内にドリン
クバーの設置

全従業員が集まり会議を実施したところ、
労働時間削減に関する様々な意見や要望が
出て、大変有意義なものになりました。
今では月に１回会議を開き、従業員からの
意見に基づいて労働時間削減に取り組んで
います。



～多様な人材活用のすすめ～

働き方改革応援レシピポリテクセンターを活用しよう！ ５
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それでは、ポリテクセンター◇の訓練生を採用されては
いかがでしょうか。
ポリテクセンターでは実践的な研修も多く取り入れら
れていることから、即戦力として期待できます。
訓練生へのアピールに評価制度を見直しましょう。

お困りのようですね。
いまや空前の人手不足です
し、経験者であればなおさ
ら採用が難しいのではない
でしょうか。

◇：職業能力開発促進センターのこと。職業に必要な技能と知識を習得できる訓練が国等の支援により
受けられる仕組み。ポリテクセンターは愛称。

うちの業界はどこも
人手不足だ。どこか
に優秀な人材はいな
いだろうか。

そうは言っても、うちみたいな小さな会社で
は十分な研修をする余裕なんてないよ。
職務経験とまではいかないけど、少なくとも
一定の資格や能力がある人に来てほしいんだ。

訓練生は即戦力であるという期待を込めて試用期
間を設けない条件で募集したところ、多くの訓練
生から申込みがありました。
実際、訓練生は業務に必要な資格も有しており、
即戦力となってくれたおかげで、研修費用や資格
取得費用を抑えられたので、その分を人材活用に
使用しています。

取組事例紹介

・ポリテクセンターで訓練を受けた者は、製
造現場で必要なスキルや資格を有していた
ことから、新入社員向けの教育の一部を節
約することができ、費用や時間をかけずに
戦力となってくれた。

・訓練生は「○○業界に就職する」という明
確な目標をもって訓練を受けている者が多
く、かつ、訓練で企業実習を 受け、その
業界の基本知識を習得しているので、仕事
への適応も早く、長く勤めてくれる者が採
用できた。

業界経験者を優先して採用を行いたいが、企業規模からどうしても大手企業に流れてしまう
状況である。そのような状況下で、即戦力としての期待が見込めるポリテクセンターの訓練
生を採用のターゲットに絞り、訓練生に対し、企業をアピールできるよう人材登用・教育訓
練制度を整備した。

業種：製造業 従業員数：15名

＜評価・登用制度の見直し＞
○ポリテクセンター訓練生は、業界での勤務経験がなかっ
たとしても、経験者として取扱い、初任給や配置などを
決定する。

○面接時の技能テストにおいて、一定の能力を保有してい
ることが認められる訓練生に対し、試用期間を設けない
正社員登用を可能とする。

＜教育訓練制度の見直し＞
○入社後も本人の希望に応じた社内教育や外部研修を受講
させ、スキルアップが行える環境とする。

訓練生が安心して働
ける環境を整備！！



～時短・生産性を向上させる工夫～

働き方改革応援レシピＩＴスペシャリストによる働き方改革 ６
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そうなんだよ。どの企業の製品
にも魅力を感じるんだけど、ど
れを選べばいいかわからないん
だ。それに、導入したはいいけ
ど、うまく使いこなせないん
じゃなかという心配もある。

ＩＴを活用した働き方改革を進める上で、特に経
営者や人事部をはじめとする管理部門の人たちは、
高いＩＴリテラシー◇を持つことが必須です。ＩＴ
化を図るのに併せ、ＩＴのスペシャリストを育成
しましょう！！

この前「働き方改革」と題
した企業展示会に行ったん
だけど、どこの企業もＩＴ
を活用した生産性の向上を
アピールしていたな。

ＩＴ化といっても、事
務処理の効率化であっ
たり、採用や人事管理
にRPA■を活用しよう
というものであったり、
千差万別ですよね。

ＩＴ機器を導入しても、
急に生産性が上がった
り残業時間が減ったり
するほど単純なもので
はありませんからね。

労務管理担当者をＩＴスペシャリストへと育成
しました。すると、その担当者は当社の問題点
とそれを解決するための最善のＩＴ機器を提案
し、それを導入することによって、労働生産性
が飛躍的に向上しました。保守についてもその
担当者に管理してもらっています。

■：「Robotic Process Automation」の略。設定した処理内容（シナリオ）に従って定型業務を自動処理し、
業務生産性を高める仕組みのこと。

◇：ＩＴをうまく利用する能力。様々なアプリケーションソフトを使いこなし効率的に業務を行うなど、ＩＴ
に関して広い意味での利用能力のこと。

取組事例紹介

・訓練を実施したことで、ＩＴスキルの向上した労働者が育成され、その労働者は自社の
労務管理上の問題点からどのようなＩＴ機器を導入すべきかを提案してくれた。
・提案されたＩＴ機器を導入したところ、自社の問題を見事に解決し、労働者の生産性が
向上するとともに、労働時間が削減されたことから36協定の上限を引き下げた。

自社の労務管理機器や設備などのＩＴ化を推し進めたいが、自社の中でＩＴに関するスキル
やノウハウを有する労働者がいないことから、ＩＴ化に二の足を踏んでいる状況であった。

業種：製造業 従業員数：40名

外部機関を利用し、管理部門や労務担当者に対するＩＴリテラシーに関する職業
訓練を実施！



～時短・生産性を向上させる工夫～

働き方改革応援レシピＩＴ教育にポリテクセンター活用のすすめ
７
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それでしたら、一度、ポリテクセンター◇の「生
産性向上支援訓練」を受けてみてはどうでしょう
か。ポリテクセンターでは、ＩＴに関する基礎的
な研修から、実務者レベルの上級者向け研修まで
様々な研修が受けられます。

先日参加したセミナーで
働き方改革ではRPAを導
入することが不可欠と説
明されていたけど、
RPAっていったい何なの
かしら。

RPAとは、定型業務を
自動処理し、業務生産
性を高めるＩＴ技術の
ことですよ。
最近注目されています。

可能性は
十分にあ
りますね。

◇：職業能力開発促進センターのこと。職業に必要な技能と知識を習得できる訓練が国等の支援により受けら
れる仕組み。ポリテクセンターは愛称。

一度、ポリテクセンターに相談したところ、
担当の方から、自社の課題にマッチしたＲＰ
Ａの研修を提案していただきました。
社内研修の一環として、私も含め、全員で受
講したところ、ＲＰＡへの理解も深まりまし
たので、導入を進めていきたいと思います。

うちにも受発注業務や経理業務など
があるのだけど、もしかして、そう
いったものもＲＰＡで自動化できる
のかしら。

でも、ＲＰＡな
んてよく分から
ないし、うちの
会社で扱える人
はいるのかしら。

取組事例紹介

・訓練を実施したことで、従業員のＩＴリテラシーが向上するとともに、ＲＰＡなどの
ＩＴ設備（システム）の導入が進んだ。

・ＩＴ化が進んだ結果、従業員の業務負担が減少し、労働時間が削減され、36協定の上
限を引き下げた。

ＲＰＡ等のＩＴ技術を習得し、労務管理やビジネスに活用したい。
しかし、社長含め、従業員全員のＩＴスキルが不足していることから、まずは研修を
受けたいと考えていた。

業種：小売業 従業員数：40名

＜ポリテクセンターのＩＴ支援訓練の受講＞
ポリテクセンターを利用し、ＩＴリテラシー
に関する座学や演習を受けることで従業員の
ＩＴリテラシーが向上！

ロボット
部下が現実に



～技能継承を円滑に行うための工夫～

働き方改革応援レシピ中小企業大学校による指導力強化訓練 ８
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熟練者の指導力不足でお悩みであれば、一度、「中小
企業大学校」を利用されてはいかがでしょうか。指導
力強化のための教育訓練も実施しているんですよ。

熟練者から若手への技能
継承を進めていきたいが、
思うようにいかない。
良い方法はないものか。

技能継承の手法とし
て、熟練者と若手が
ペアを組んで、直接
指導するという方法
もありますよ。

そういった方法も含めて、いろいろ考えてはみたんだけ
どね。
そもそも熟練者自身が他人に教えるノウハウがないから、
直接指導といっても、うまくいかないんだよ。
昔のように「仕事は見て盗め」じゃ、いかないしね。

熟練者向けの研修を中小企業大学校で受講さ
せました。
その結果、熟練者は人に教えるノウハウを得
られ、効果的な技能継承を行えるようになり
ました。

取組事例紹介

・訓練を実施したことで、熟練者の指導力が向上し、若手に対し、より効果的な訓練を行
えるようになった。

・効率的な訓練にもつながり、技能継承に要していた労働時間が削減され、 36協定の上限
を引き下げた。

・熟練者の指導力向上は、若手への技能継承のみならず、若手との円滑なコミュニケー
ションにもなり、熟 練者と若手との信頼関係構築にもつながった。

熟練者から若手への技能継承を進めていきたいが、熟練者には技術はあっても、人に教え
るノウハウ等がなかったことから、熟練者の指導力強化を図りたい。

業種：製造業 従業員数：43名

＜熟練者に対する指導力強化研修の実施＞
〇外部機関（中小企業大学校等）を利用し、雇用している熟練者に対して、技
能者育成のための指導力を強化する訓練の実施。

座学や実践により、体系的
に指導力の向上を図る！！



～技能継承を円滑に行うための工夫～

働き方改革応援レシピ長く休んでもリカレント教育で安心復帰 ９
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育児休業や病気休職等により、長期にキャリアを中
断された後、改めて仕事に活かすための学びなおし
を行うことを「リカレント教育◇」と言います。
長期に休まれた方の復帰支援の取り組みとしてリカ
レント教育を取り入れてみてはいかがでしょうか。

育児で長期間休んでいた
従業員がいたんだけど、
復職せずに辞めてしまっ
たんだ。

どのような理由で辞
められたのですか。

当社でも休職者に向けた復帰前の通信教育や復
帰後の外部研修によるＯｆｆ－ＪＴを取り入れ
ました。その結果、休職者もキャリアを中断し
たことによるギャップも解消され、安心して職
場に復帰できるようになり、離職防止につなが
りました。

◇：就職した後、育児休業等によりキャリアを中断した労働者が職場復帰・キャリアアップのために学び直しが
できる仕組みのこと。

その人は子宝に恵まれて、一人目の育児休業が満了
する前に次の子の休業に入ったから、合計約２年間、
仕事を休んだんだ。結局、その２年間はキャリアを
中断したことになるから、元の仕事に戻れるか不安
になってしまったようだよ。

取組事例紹介

・職場復帰支援制度によって、育児休業や病気休職が長くなったとしても、安心して復帰が
できる風土が醸成されたため、離職率低下につながった。
・また、復帰者を受け入れる職場にとっても、一定の能力が維持された状態での復職が期待
できることから、リカレント教育は評判の良い制度となった。

育児休業や病気休職により、長期休職した労働者が職場に戻ることに躊躇し、そのまま復帰せ
ず離職してしまうことが多いことから、休職者向けの復帰支援プラン策定に取り組んだ。

業種：情報通信業 従業員数：75名

＜休職者向けの職場復帰支援制度の創立＞
〇休職中の労働者に対し、e-ラーニングによる通信教育を行い、最新技術の動向やプログ
ラミング研修などを通じたキャリア維持教育を実施。
〇復職後に外部機関や外部講師を活用し、キャリアアップ訓練を実施。

継続した訓練を受けることで、職
場に安心して復帰できる！


